
虫食い算とは･･･SAMPLE                 ⓒSOS受験スクール 

虫食い算問題 

「ある数に5をたして2をかけると､もとのある数より17大きくなりました｡もとのある数とはいくつだった

でしょう？」･･･あるいは、筆算で組み立てられた式の中に、途中に虫が食ったように所々に☐などの記

号で隠されたわからない部分の数を当てる問題が｢虫食い算｣です｡ 

【虫食い算（還元算）】…では、はじめの簡単

な問題について□（虫が食った部分…）を使

った式を考えてみましょう… 

…このときはまず､もとのある数を☐という

記号を使って式をつくります｡決して、「☐＋5

×2」･･･ではないですよ｡こう書くと､括弧
か っ こ

：

（  )がないために５にはかけても、もとの数

「□」には２をかけたことにはならないので答

えが変わってきてしまいます｡ 

だからまとまった1つの数には、括弧
か っ こ

をつ

け忘れないようにして書きなおしましょう。 

（☐＋5 )×2＝☐＋17 

…はい､これでいいですね｡ 

…さて､このときに、☐の中には同じ答えが入りますが､いくつになると思いますか… 

･･･そこで、①のように○の中に数字の1を書いて「数字の１」と考えて計算してください。 

（…途中…省略します…） 

虫食い算問題を解く方法                                  
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(3) もとの６けたの数はいくつ？ 

(1) 

(2) 答えはいくつ？ 

(☐÷32－2÷6)×36－☐÷4＝2 (…（1）の☐には同じ数字がはいります) 
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虫食い算とは… 

（☐＋5 )×2＝☐＋17 

これを… 

（① ＋5 )×2＝①＋17 

とします…（２は①と５の両方にかけて

（ ）を外します） 

 

②＋10 ＝ ①＋17 

指間差法か線分図法で… 

① ＝7 
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（…途中…省略します）… 
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(4) もとの７けたの数はいくつ？ 

(5) すべての□をうめてください。 
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これらは、｢うわぁ～ぁ～ッ｣と思わず叫びたくなるほ

どむずかしそうに見えるでしょ！…(わかる、わかる！

…涙が出そう??…かな？)…でも、実はそうでもないん

ですよ。ある法則を知ると、だれでもすぐにかんたん

にわかる、「秘密の方法」があるんですよ…!!! 


